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両社の基本合意内容と石炭火力発電所の燃料運用最適化システムの概要 

 

1. 関西電力とDeNAの基本合意の概要 

・石炭火力発電所の燃料調達、バース※1・サイロ※2の運用、及び他産業分野での 

運用最適化に関するAIソリューションの共同開発ならびに本ソリューション

に係る外販ビジネスの導入の検討及び推進について両社共同で取り組むもの。 
 

※１ 石炭船から石炭を受け入れる設備 

※２ バースで受け入れた石炭をボイラに送るまでの間、貯蔵する設備 

 

2. 石炭火力発電所の燃料運用最適化システムの概要  

【燃料運用スケジューリング作業のシステム化】 

・現在、バース、サイロ、ボイラ等の燃料関係設備について、熟練技術者が長 

年の経験やノウハウに基づいて、それらの利用制限や制約を考慮した運用ス 

ケジュールを作成し、日々見直ししながら運用している。 

・この熟練技術者による燃料運用のスケジューリング作業をシステムにより自

動化するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【システムの特徴と今後のスケジュール】 

 ＜特徴＞ 

  ・一般的にゲームAIに用いられる膨大な組合せの中から最適なものを探索す

る技術を導入して構築したアルゴリズムを使用。 

・熟練技術者が半日程度要する燃料運用スケジューリング作業を数分程度で

自動出力可能とする。（４ヶ月先程度までのスケジュールを自動で作成） 

 

＜導入・外販スケジュール（目標）＞ 

  ・２０１９年度：システムの実用化に向けた共同開発および検証 

  ・２０２０年度：システムの本格開発、舞鶴発電所での本格運用開始 

・２０２０年代前半：関西電力が提供するＫ－ＶａＣＳの 

新規ソリューションとして提供（外販）開始 
 

【作成したスケジュール】 

NO.1 NO.2 

NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 
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【スケジュールに沿って燃料を運用】 

Ａ炭とＢ炭を燃焼 Ｅ炭を燃焼 

【スケジュール検討】 

・A 炭と C 炭は接触して積めない 
・A 炭と E 炭は一緒に燃やせない 
・サイロ NO. 5 は×月●日使えない 
・バース NO. 1 は△月使えない etc. 

最適化システム 

熟練技術者 Ｃ炭 炭 Ｂ炭 
Ａ炭 Ｅ炭 

Ａ炭 E炭 



3. 関係各社の概要 

◇関西電力株式会社 

設  立：１９５１年５月 

資 本 金：４，８９３億円 

代 表 者：取締役社長 岩根 茂樹 

所 在 地：大阪市北区中之島３丁目６番１６号 

事業内容：電気事業、熱供給事業、電気通信事業、ガス供給事業 等 

 

 ◇株式会社ディー・エヌ・エー 

設  立：１９９９年３月 

資 本 金：１０３億円 

代 表 者：取締役会長 南場 智子 

     取締役社長兼ＣＥＯ 守安 功 

所 在 地：東京都渋谷区渋谷２丁目２１番１号渋谷ヒカリエ 

事業内容：ゲーム、エンターテインメント、Ｅコマース、オートモーティブ、 

ヘルスケア、スポーツ 等 

 

4. 舞鶴発電所の概要 

所在地：京都府舞鶴市字千歳５６０番地５ 

燃 料：石炭 

 １号機 ２号機 

運転開始 平成１６年８月 平成２２年８月 

定格出力 ９０万ｋＷ ９０万ｋＷ 

 
 
    

 


